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１．研究計画の概要 
本研究は、地盤工学における信頼性設計の問
題点を克服する研究を実施し、また同時にこ
の分野の最新の知見を集約し、これを体系的
に分かり易く一般地盤工学技術者・大学院
生・研究者等に発信することを目的としてい
る。このために、次の3つの課題を立て、研
究を遂行する。 
課題(A):「研究の方法」に詳述する研究課題
について、研究を遂行し成果を公表する。 
課題(B): 国際ワークショップを開催する。 
課題(C):  地盤工学の性能設計・信頼設計法
について体系的に解説した書籍を出版する。 
２．研究の進捗状況 
課題（A）は、下記に示す論文発表経緯より、
多くの課題について、順調に研究が進行して
いる。 
課題(B)については、2009年 6月に海外から
30名、国内から 70名の研究者の参加を得て、
国際シンポジウムを開催、この会議録を英国
の著名な出版社から出版し、当初の目標を完
了した。 
課題(C)は、最終年度の最大の目標で、このた
め現在課題のまとめを行っている。 
３．現在までの達成度 
2009年度までで、75%程度を達成。予定通り
推移視している。 
４．今後の研究の推進方策 
得られた成果を、この研究のタイトルにもあ
げた目標の通り、体系的にまとめ、この方法
の普及を図る事が目的である。4 年目はほぼ
この課題に集中して取り組む。 
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